
2 ．複数個のSQUIDセンサを使用した際のセンサ感
度の違いが欠陥探査性能に及ぼす影響を定量的に
示した。
3 ．断熱材に覆われた配管構造を想定した試験体の
構造が観測結果に及ぼす影響を定量的に示した。
4 ．実用金属材料の測定時の課題を克服することで，
設備診断実施の可能性を示し，併せて今後の性能
改善策を提案した。

　現状ではアルミやSUS等の透磁率の小さい金属の
非破壊検査に有用性が示される結果となりましたが，
今後，実用的な金属においても使用可能な新型非破壊
検査装置の開発を計画しています。
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図1　測定対象とした試験体と観測信号の2次元分布
（ 複数枚の金属平板を組み合わせて試験体を作製。模擬欠陥

は試験体の最下層に配置した。）
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学位記を手にして

はじめに

　このたび，博士論文「高温超電導SQUIDセンサを
用いた磁化材料内部欠陥の非破壊検査に関する研究」
に対し，東京工業大学から平成24年9月25日付けで博
士（工学）の学位を授与していただきました。
　この論文は，（公財）国際超電導産業技術研究セン
ター（略称：ISTEC）出向中の平成21年から24年に行っ
た研究をまとめたものです。

研究および成果の概要

（1）SQUIDとは
　SQUIDとは，Superconducting Quantum 
Interference Device（超電導量子干渉素子）の略称
である。極めて高い感度を持つ超電導磁気センサで，
地磁気の1億～10億分の1程度の極めて小さな磁束密
度を計測することが可能です。（SQUIDに関する詳細
は総研レビュー9月号の技術用語解説をご参照くださ
い。）超高感度な磁気センサを使用することでこれま
で観測されることのなかった微小な信号を識別するこ
とが見込まれます。その用途として電力設備の深部に
生じた，き裂状の欠陥を非破壊で探査することが期待
されます。

（2）研究概要
　SQUIDをセンサとして使用した非破壊検査システ
ムは，従来型の常電導コイルをセンサとして用いた非
破壊検査機器と比較して，極めて高い性能を有すこと
は示唆されていましたが，性能の定量的な評価は実施
されていませんでした。また，現実に設備診断に使用
するための検討も実施されていませんでした。本研究
の目的は以下の3点としました。
1 ．SQUID非破壊検査装置の深部欠陥探査性能の評
価。
2 ．配管を想定した試験体の非破壊検査の実施と検
出信号の定量的な評価。
3 ．発電所で使用される実用金属の非破壊検査の実
施とその課題の抽出。

（3）研究成果
　本研究により，研究成果を以下のように結論付けま
した。
1 ．SQUID非破壊検査装置を用いて厚さ50mmま
でのアルミ導体の欠陥探査時の検出特性を明確に
した。
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